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食品の理化学的検査結果について（2017年度）

は じ め に

２０１７年度に県下５ブロックの食品衛生監視機動班
が「平成２９年度食品衛生監視指導計画」に基づいて
収去した、食品の理化学的検査結果について報告す
る。また行政依頼検査の結果について報告する。

材料及び方法

１ 材料

２０１７年４月から２０１８年３月の間に収去・搬入され
た食品２０９検体及び行政依頼があった試料検体につ
いて検査を実施した。

２ 検査方法

２．１ 収去検査

食品衛生法に定められた試験法に準拠した大分県
検査実施標準作業書に基づき検査を実施した。
２．２ 行政依頼検査

食中毒疑い患者の発生により、フグ毒テトロドト
キシンについて高速液体クロマトグラフ質量分析装
置（LC-MS/MS）を用いて検査を実施した。

結 果

収去検査及び行政依頼検査結果の検査項目ごとの
結果は表１のとおりである。
１ 動物用医薬品

県産鶏卵、県産・国産・輸入食肉、県産・輸入養
殖魚介類８９検体について検査を実施した。県産養殖
魚介類２検体からオキシテトラサイクリンが検出さ
れたが、いずれも基準未満であった。

２ 残留農薬

県産及び輸入野菜・果実３０検体について検査を実
施した。県産野菜・果実からアセタミプリド、クレ
ソキシムメチルが検出されたが、いずれも基準値未
満であった。
輸入野菜・果実からアゾキシストロビン、イマザ
リル、クロルピリホス、チアベンダゾール、メチダ
チオンが検出されたが、すべて基準値未満であっ
た。

３ 食品添加物

３．１ 漂白剤

県産・国産加工食品（水煮野菜、味噌等）１５検体
について検査を実施した。７検体から二酸化硫黄が
検出されたが、すべて基準値未満であった。
３．２ 保存料・甘味料

県産・国産加工食品（魚肉ねり製品、漬物及び食
肉製品等）の４５検体について保存料（ソルビン酸、
デヒドロ酢酸、安息香酸及びパラオキシ安息香酸
類）及び甘味料（サッカリンNa）の検査を実施し
た。１４検体からソルビン酸が検出され、うち１検体
は基準値を超過した。
３．３ 発色剤

保存料及び甘味料の検査を実施した４５検体のう
ち、食肉製品１５検体については同時に発色剤（亜硝
酸根）の検査を実施した。その結果、１２検体から亜
硝酸根が検出されたが、すべて基準値未満であっ
た。

４ 特定原材料（アレルギー物質）

４．１ 卵

県産加工食品１０検体について検査を実施した。す＊１ 大分県豊肥保健所
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検査項目 検体名 検体数 基準値等
超過数 結果の概要

収去検査

動物用医薬品

県産鶏卵 １０ ０ すべて定量下限値未満

県産鶏肉 １０ ０ すべて定量下限値未満

国産鶏肉 １ ０ すべて定量下限値未満

輸入鶏肉 ３ ０ すべて定量下限値未満

県産豚肉 １９ ０ すべて定量下限値未満

輸入豚肉 ２ ０ すべて定量下限値未満

輸入牛肉 ５ ０ すべて定量下限値未満

県産養殖魚介類 １５ ０ ２検体からオキシテトラサイクリンを検出（基準値未満）

輸入養殖魚介類 ２４ ０ すべて定量下限値未満

残留農薬

県産野菜・果実 ２０ ０ １検体からアセタミプリド、クレソキシムメチルを検出（基準
値未満）

輸入野菜・果実 １０ ０
１検体からアゾキシストロビン、９検体からイマザリル、４検
体からクロルピリホス、８検体からチアベンダゾール、２検体
からメチダチオンを検出（基準値未満）

漂白剤
県産加工食品 １２ ０ ４検体から二酸化硫黄を検出（基準値未満）

国産加工食品 ３ ０ ３検体から二酸化硫黄を検出（基準値未満）

保存料
甘味料

県産加工食品 ３９ １ １１検体からソルビン酸を検出（１検体基準値超過）

国産加工食品 ６ ０ ３検体からソルビン酸を検出（基準値未満）

発色剤
県産加工食品 １０ ０ ７検体から亜硝酸根を検出（基準値未満）

国産加工食品 ５ ０ ５検体から亜硝酸根を検出（基準値未満）

特定原材料
（卵） 県産加工食品 １０ ０ すべて陰性

特定原材料
（小麦） 県産加工食品 １０ １ １検体で陽性

特定原材料
（乳） 県産加工食品 １０ ０ すべて陰性

合計 ２０９ ２
行政依頼検査
自然毒 患者尿 ２ ２検体からフグ毒テトロドトキシンを検出

表１ 食品等の理化学的検査結果

注１

注１）４５検体のうち食肉製品１５検体については、同一の検体を用いて発色剤の検査も実施しており、重複する検体数は合
計値に含めない。

べての検体で陰性であった。
４．２ 小麦

県産加工食品１０検体について検査を実施し、１検
体で陽性であった。
４．３ 乳

県産加工食品１０検体について検査を実施した。す
べての検体で陰性であった。

５ 自然毒

食中毒が疑われる患者の尿2検体（患者2名分）
について、フグ毒テトロドキシンの検査を実施し
た。いずれの検体からもテトロドトキシンが検出さ
れた。
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九州地方における臨床由来溶血性レンサ球菌の血清型の動向（2017年）

は じ め に

１９９１年度以来、九州地区では地方衛生研究所のレ
ファレンス業務の一環として「九州ブロック溶レン
菌感染症共同調査要領１）」に基づき、共同でＡ群溶
血性レンサ球菌感染症の調査２‐１７）を行っている。２０１７
年の動向について報告する。

材料および方法

１ 材料

２０１７年に大分県、佐賀県及び沖縄県の各医療機関
定点で採取された臨床材料から、各地方衛生研究所
で分離または群・型別したＡ群溶血性レンサ球菌６１
株について集計を行った。その内訳は大分県５０株、
佐賀県８株、沖縄県が３株であった。

２ 同定、群別及びT型別

ウマ血液寒天培地上でβ溶血を示した菌株につい
て常法に従い同定し１８）、ストレプトLA（デンカ生
研）を用いて群別を行った。T蛋白による型別は、
市販のT型別用免疫血清（デンカ生研）を用いてス
ライド凝集反応により実施した。血清凝集反応で型
別不能となった菌株については、ピロリドニルアリ
ルアミダーゼ活性試験１９）（以下、PYR試験）でA群
溶血性レンサ球菌であることの確認を行った。

結果および考察

１ 九州地方におけるA群溶血性レンサ球菌のT型分

布の年次推移

九州地方におけるA群溶血性レンサ球菌のT型分
布および年次菌型推移を表１、図１に示す。２０１７年

に九州地区で分離されたT血清型は１０種類で、分離
頻度の高かった順にT１型（４１％）、T１２型（１８％）、
TB３２６４型（１３％）の順であった。全国ではT１２型
（２２％）、T１型（２１％）、TB３２６４型（１５％）､T
４型（１５％）の順であった２０）。県別に主な流行血清
型を見ると、大分県では８種類の血清型が分離さ
れ、T１型（４８％）が最も多く、次いでT１２型（１６％）、
TB３２６４型（１２％）の順であった。（表２）。佐賀
県では６種類の血清型が分離されT１２型（３８％）、
他は各血清型１株であった。（表３）。沖縄県では
２種類の血清型が分離され、T６型が２株で、TB３２６４
型が１株であった。（表４）。
次に、T型別の経年変化（表５、図１～４）をみ
ると、T１型が引き続き増加傾向にある。全国集計２０）

では、T１型は２０１６年（２４％）に比べ減少している。

２ 劇症型溶血性レンサ球菌感染症報告

２０１７年に九州地区各県より報告のあった劇症型溶
血性レンサ球菌感染症について表６に示す。九州地
区においては、A群（１９例）、B群（１０例）、G群
（１３例）、C群（１例）計４３例の報告があり、前年
（２６例）に続き増加傾向にある。県別では福岡県が
最多で１９例、次いで佐賀県１１例、沖縄県７例、大分
県３例、他２県３例であった。患者に占める男性の
割合は５６％だった。年齢は、小児が３例で、成人が
４０例、その約６割が７０歳以上であったが昨年に比べ
高齢者の割合は減っている。
A群溶血性レンサ球菌症例で、T血清型の内訳は、
T1型が８例、次いでTB３２６４型が３例であった。全
国集計２０）でも、T１型は劇症型A群レンサ球菌感染
症の３６％を占めている。＊１ 佐賀県衛生薬業センター，＊２ 沖縄県衛生環境研究所
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群・Ｔ型別 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計 ％

Ａ群

Ｔ‐１ ５ ０ ３ ０ ３ ２ ２ １ ３ １ ２ ３ ２５ ４１．０
Ｔ‐２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ １．６
Ｔ‐３ ０ ０ ０ ０ １ ２ ０ ０ ０ ０ ０ １ ４ ６．６
Ｔ‐４ １ ２ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ５ ８．２
Ｔ‐６ １ １ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ６．６
Ｔ‐８ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０
Ｔ‐９ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １．６
Ｔ‐１１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０
Ｔ‐１２ ０ １ ２ ０ １ ６ ０ ０ ０ ０ ０ １ １１ １８．０
Ｔ‐１３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０
Ｔ‐１４／４９ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０
Ｔ‐２２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０
Ｔ‐２３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０
Ｔ‐２５ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １．６
Ｔ‐２８ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １．６
Ｔ‐Ｂ３２６４ ０ ０ １ ０ ０ ０ ２ ０ １ ２ ０ ２ ８ １３．１
Ｔ‐５／２７／４４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０
型別不能 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０
Ｔ型別の計 ８ ６ ８ ０ ５ １１ ４ ２ ４ ４ ２ ７ ６１
（％） １３．１ ９．８ １３．１ ０．０ ８．２ １８．０ ６．６ ３．３ ６．６ ６．６ ３．３ １１．５ １００．０
Ｂ群 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
Ｃ群 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
Ｇ群 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ２
合計 ８ ６ ８ ０ ５ １１ ４ ４ ４ ４ ２ ７ ６３

群・Ｔ型別 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計 ％

Ａ群

Ｔ‐１ ５ ３ ３ ２ １ １ ３ １ ２ ３ ２４ ４８．０
Ｔ‐２ ０ ０．０
Ｔ‐３ １ １ １ ３ ６．０
Ｔ‐４ １ ２ １ １ ５ １０．０
Ｔ‐６ １ １ ２ ４．０
Ｔ‐８ ０ ０．０
Ｔ‐９ ０ ０．０
Ｔ‐１１ ０ ０．０
Ｔ‐１２ ２ ５ １ ８ １６．０
Ｔ‐１３ ０ ０．０
Ｔ‐１４／４９ ０ ０．０
Ｔ‐２２ ０ ０．０
Ｔ‐２３ ０ ０．０
Ｔ‐２５ １ １ ２．０
Ｔ‐２８ １ １ ２．０
Ｔ‐Ｂ３２６４ １ １ ２ ２ ６ １２．０
Ｔ‐５／２７／４４ ０ ０．０
型別不能 ０ ０．０
Ｔ型別の計 ８ ３ ８ ０ ４ ８ １ １ ４ ４ ２ ７ ５０
（％） １６．０ ６．０ １６．０ ０．０ ８．０ １６．０ ２．０ ２．０ ８．０ ８．０ ４．０ １４．０ １００．０
Ｂ群 ０
Ｃ群 ０
Ｇ群 ２ ２
合計 ８ ３ ８ ０ ４ ８ １ ３ ４ ４ ２ ７ ５２

表１ 九州地区：A群溶レン菌のT型別分布（2017年）

注）九州地区：佐賀県＋大分県＋沖縄県

表２ 大分県：溶レン菌分離株の群・A群T型別分布（2017年）

２０）国立感染症研究所：衛生微生物技術協議会第39
回研究会（滋賀）レファレンスセンター等報告
10.レンサ球菌

https : //www.niid.go.jp/niid/images/lab-manual/
reference/H30_Streptococcus.pdf
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群・Ｔ型別 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計 ％

Ａ群

Ｔ‐１ １ １ １２．５
Ｔ‐２ １ １ １２．５
Ｔ‐３ １ １ １２．５
Ｔ‐４ ０ ０．０
Ｔ‐６ ０ ０．０
Ｔ‐８ ０ ０．０
Ｔ‐９ １ １ １２．５
Ｔ‐１１ ０ ０．０
Ｔ‐１２ １ １ １ ３ ３７．５
Ｔ‐１３ ０ ０．０
Ｔ‐１４／４９ ０ ０．０
Ｔ‐２２ ０ ０．０
Ｔ‐２３ ０ ０．０
Ｔ‐２５ ０ ０．０
Ｔ‐２８ ０ ０．０
Ｔ‐Ｂ３２６４ １ １ １２．５
Ｔ‐５／２７／４４ ０ ０．０
型別不能 ０ ０．０
Ｔ型別の計 ０ ２ ０ ０ １ ２ ２ １ ０ ０ ０ ０ ８
（％） ０．０ ２５．０ ０．０ ０．０ １２．５ ２５．０ ２５．０ １２．５ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １００．０
Ｂ群 ０
Ｃ群 ０
Ｇ群 ０
合計 ０ ２ ０ ０ １ ２ ２ １ ０ ０ ０ ０ ８

群・Ｔ型別 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計 ％

Ａ群

Ｔ‐１ ０ ０．０
Ｔ‐２ ０ ０．０
Ｔ‐３ ０ ０．０
Ｔ‐４ ０ ０．０
Ｔ‐６ １ １ ２ ６６．７
Ｔ‐８ ０ ０．０
Ｔ‐９ ０ ０．０
Ｔ‐１１ ０ ０．０
Ｔ‐１２ ０ ０．０
Ｔ‐１３ ０ ０．０
Ｔ‐１４／４９ ０ ０．０
Ｔ‐２２ ０ ０．０
Ｔ‐２３ ０ ０．０
Ｔ‐２５ ０ ０．０
Ｔ‐２８ ０ ０．０
Ｔ‐Ｂ３２６４ １ １ ３３．３
Ｔ‐５／２７／４４ ０ ０．０
型別不能 ０ ０．０
Ｔ型別の計 ０ １ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ３
（％） ０．０ ３３．３ ０．０ ０．０ ０．０ ３３．３ ３３．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １００．０
Ｂ群 ０
Ｃ群 ０
Ｇ群 ０
合計 ０ １ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ３

表３ 佐賀県：溶レン菌の群・A群T型別分布（2017年）

表４ 沖縄県：溶レン菌の群・A群T型別分布（2017年）
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NIH
症例番号 発生県名 年齢 性別 発症年月日 群別 T型別 EMM emm spe型

１７３７ 大分県 ７２ 男 ２０１７．１．２１ A T3 EMM3.95 emm3.95 A,B,F
１７３８ 佐賀県 ５６ 男 ２０１７１．１７ A T1 EMM1.0 emm1.0 A,B,C,F
１７５０ 福岡県 ９３ 女 ２０１７．１．１３ G STG6792.3 stG6792.3
１７５１ 福岡県 ７０ 男 ２０１７．１．１７ G STG6792.3 stG6792.3
１７５２ 福岡県 ６９ 男 ２０１７．２．２ G STG653.0 stG653.0
１７７２ 佐賀県 ４８ 男 ２０１７．２．２０ A T1 EMM1.0 emm1.0 A,B,F
１７７３ 佐賀県 ５０ 男 ２０１７．２．２２ A T1 EMM1.0 emm1.0 A,B,F
１７８１ 福岡県 ６２ 女 ２０１７．２．１１ G STG6792.3 stG6792.3
１７８２ 福岡県 ７８ 男 ２０１７．２．６ A T1 EMM1.0 emm1.0 A,B,F
１８６１ 福岡県 ６０ 女 ２０１７．５．２７ A T3 EMM3.95 emm3.95 A,B,F
１８６５ 福岡県 ９０ 女 ２０１７．５．７ G STG6.1 stG6.1
１８６７ 福岡県 ８４ 男 ２０１７．５．１５ B Ⅴ
１８６８ 佐賀県 ６８ 男 ２０１７．５．１５ B Ⅰb
１８６９ 佐賀県 ８９ 男 ２０１７．５．１９ A TB3264 EMM89.0 emm89.0 B,C,F
１８７０ 沖縄県 ２３ 男 ２０１６．１２ C STC1400.0 stC1400.0
１８７１ 沖縄県 ８８ 女 ２０１７．２．９ A T12 EMM12 emm12 B,F
１８７２ 沖縄県 ５６ 男 ２０１７．１．２０ B Ⅰb
１８７３ 沖縄県 ８１ 男 ２０１７．２．２１ G STG6792.3 stG6792.3
１８７４ 鹿児島県 ３２ 男 ２０１７．６．１５ A T1 EMM1.0 emm1.0 A,B,F
１８９４ 福岡県 ４２ 男 ２０１７．６．２３ A T1 EMM1.0 emm1.0 A,B,F
１９００ 福岡県 ８２ 女 ２０１７．６．１１ G STG6792.3 stG6792.3
１９０１ 福岡県 ０ 女 ２０１７．６．２３ B Ⅲ
１９０３ 福岡県 ７０ 女 ２０１７．７ A T12 EMM12 emm12 B,F
１９０７ 大分県 ８８ 女 ２０１７ G STG4974.3 stG4974.3
１９０８ 佐賀県 ５３ 女 ２０１７ B Ⅲ
１９０９ 佐賀県 ８６ 男 ２０１７．６．２６ B Ⅰb
１９４７ 福岡県 ８５ 女 ２０１７．３．１６ G STG6.1 stG6.1
１９４８ 福岡県 ３２ 女 ２０１７．８．３０ A T4 EMM4.0 emm4.0 B,C,F
１９５１ 福岡県 ９１ 男 ２０１７．７．２７ G STC46.0 stC46.0
１９５７ 福岡県 ５５ 女 ２０１７．９．１９ A STG643.0 stG643.0
１９８７ 鹿児島県 ８５ 女 ２０１７．９．２８ G STG652.1 stG652.1
１９８８ 佐賀県 ４Ｍ 男 ２０１７ A T1 EMM1.0 emm1.0 F
１９８９ 佐賀県 ７６ 女 ２０１７．９．５ B Ⅰb
１９９８ 沖縄県 ７９ 男 ２０１７．５．１２ G STC46.0 stC46.0
１９９９ 沖縄県 ７８ 男 ２０１７ A TB3264 EMM89.0 emm89.0 B,C,F
２０００ 沖縄県 ５５ 男 ２０１７．９．１２ A T5/27/44 EMM82.0 emm82.0 B,C,F
２００２ 福岡県 ５７ 女 ２０１７．９．２４ B Ⅰa
２００７ 福岡県 ９０ 女 ２０１７．１２．４ G STG6792.3 stG6792.3
２００８ 大分県 ７０ 男 ２０１７．１１．１８ A TB3264 EMM89.0 emm89.0 B,C,F
２０６７ 福岡県 ８６ 女 ２０１７ B Ⅰa
２０６８ 長崎県 ７０ 女 ２０１７．１０．１０ A 型別不能 EMM11.0 emm11.0 B,C,F
２０６９ 佐賀県 ７０ 男 ２０１７．１２．２２ A T1 EMM1.0 emm1.0 B,F
２０７０ 佐賀県 ０ 男 B Ⅰb

表６ 劇症型溶血レンサ球菌感染症例 （2017年）

注）emm：M蛋白(病原因子として知られている)遺伝子の型
EMM：emmがコードする蛋白の型
spe：発熱性毒素遺伝子
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後藤 高志、神田 由子、佐々木 麻里、成松 浩志

Trend of Bacterial Diarrhea Surveillance in Oita Prefecture，2017

Takashi Goto, Yoshiko Kanda, Mari Sasaki, Hiroshi Narimatsu

Key words：細菌性下痢症 bacterial diarrhea, サルモネラSalmonella , 大腸菌 E.coli
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1  (2017 )図１ 患者の男女別年齢構成(2017年)

大分県における細菌性下痢症サーベランスの動向 (2017年)

は じ め に

前回の報告１‐２２）に引き続き、大分県の主に小児に
おける細菌性散発下痢症の２０１７年の発生動向を報告
する。

材料および方法

２０１７年１月から２０１７年１２月末までに、県内の医療
機関（小児科及び内科）において細菌性下痢症が疑
われた患者便及び分離菌株について細菌学的検索を
実施した。検査方法の詳細は前報告１，１１）のとおりで
ある。腸管出血性大腸菌（EHEC）、毒素原性大腸
菌（ETEC）、腸管組織侵入性大腸菌（EIEC）、腸
管病原大腸菌（EPEC）及び腸管凝集付着性大腸菌
（EAggEC）はPCR法２３‐２７）を用いて検索した。ただ
し、EPECとEAggECについては病原因子が不明（
研究途上）であり、散発下痢症では確定診断が困難

であるため、他の下痢原性大腸菌のカテゴリーの病
原因子を保有せず、eae遺伝子を保有するのを
「EPEC（疑い）」、aggR遺伝子を保有するものを
「EAggEC（疑い）」として計上した。
なお、１検体から同一の菌種または血清型が分離
された場合は「１株」として集計し、１検体から複
数の菌種または血清型が分離された場合は、それぞ
れの菌種または血清型ごとに「１株」として集計し
た。また「検出率」とは検査検体数における菌検出
検体数（≒検出菌株数）の割合（％）で示した。

結果および考察

１ 検査した患者の構成

検体数は延べ１４１検体で、男性７１検体、女性６７検
体、不明３検体（男女比１：１）であった。検査し
た患者の男女別年齢分布を図１に示す。
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図２ 検出菌の内訳(2017年)
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図３ サルモネラ菌血清型割合(2008～2017年)

２ 下痢症起因菌の検出状況

１４１検体のうち４４検体（３１．２％）から４６株の下痢
症起因菌を検出した。検出菌の内訳は、サルモネラ
属菌が最も多く２６株（全菌株数の５６．５％）、次いで
EPEC/EAggEC（疑い）９株（同１９．６％）、EHECが
３株（同６．５％）、黄色ブドウ球菌が７株（同１５．２％）、
カンピロバクターが１株（同２．２％）であった（図
２）。
カンピロバクターは、C. jejuni であった。
複数菌同時検出例は２検体あり、その組合せは、
EHECと黄色ブドウ球菌、カンピロバクターとEPEC
等であった。

２．１サルモネラ属菌

サルモネラ属菌は１４１検体中２６検体（１８．４％）か
ら１８種類の血清型が計２６株検出された。よく検出さ
れた血清型は、Saintpaul（O4 : e,h : 1,2）及びO4 : i
: - が各３株（全サルモネラ株の１１．５％）と最多で
あり、次いでEnteritidis（O9 : g,m : -）、Newport（
O6,8 : e,h : 1,2）、O7 : HUT及びThompson（O7 : k
: 1,5）が各２株（同７．７％）であった。
残り１２種類は、Bareilly（O7 : y : 1,5）、Braenderup
（O7 : e,n,z15 : e,h）、Infantis（O7 : r : 1,5）、Man-
hattan（O6,8 : d : 1,5）、Mbandaka（O7 : z10 : e,n,
z15）、Miyazaki（O9 : l,z13 : 1,7）、Rissen（O7 : f
,g : -）、Senftenberg（1,3,19 : g,s,t : -）、Singapor
（O7 : k : e,n,x）、Stanley（O4 : d : 1,2）、Typhimurium
（O4 : i : 1,2）、O4 : e,h : - が各１株であった。
O4 : i : -については、１９８５年からの調査期間中、

２００８年にサルモネラ４７株中１株（２．１％）、２０１４年
に同３６株中の２株（５．６％）、２０１５年に同２６株中５
株（１９．２％）、２０１６年に同４８株中４株（８．３％）、
２０１７年に同２６株中３株（１１．５％）検出された。
検出株数に占めるEnteritidisの割合は、２０１０年に
一時的に増加したものの、長期減少傾向が続いてい
たが、今回は２株検出された。２００８年から２０１７年ま
でに分離されたサルモネラ３２１株の血清型割合を図
３に示す。

２．２下痢原性大腸菌

EPEC/EAggEC（疑い）は、６種類のO血清型が
計９株検出された。
血清型の内訳は、OUTが３株、O126が２株、O6、
O15、O111及びO145が各１株であった。

eaeを保有していたものは、OUTが３株、O15及
びO145が各１株、aggRを保有していたものは、O126
が２株、O6及びO111が各１株であった。
ETECは検出されなかった。
EHECは、２０１７年１月に１６歳男性からO146（VT2
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表１ 年齢層別の菌検出状況(2017年)

注）複数菌検出検体があるので、菌株数合計と検出検体数は一致しない。
EPEC等*：「EPEC疑い」および「腸管凝集付着性大腸菌(EAggEC)疑い」を計上した。

表２ 月別および年次別の菌検出状況(2017年)

注）複数菌検出検体があるので、菌株数合計と検出検体数は一致しない。
EPEC等*：「EPEC疑い」および「腸管凝集付着性大腸菌(EAggEC)疑い」を計上した。

）、同年７月には５３歳女性からO157（VT1,VT2）
と５３歳女性からO157（VT1,VT2）がそれぞれ検出
された。
EIECは検出されなかった。

２．３黄色ブドウ球菌

黄色ブドウ球菌7株の内訳は、エンテロトキシン
A産生でコアグラーゼⅦ型が２株、Ⅳ型が１株、エ
ンテロトキシンC産生でコアグラーゼⅢ型が２株、
エンテロトキシンA～D非産生でコアグラーゼⅥ型
が１株、型別不能が１株であった。

３ 年齢層別の菌検出状況

年齢別の菌の検出状況を表１に示す。サルモネラ
属菌は幅広い年齢層で検出された。

カンピロバクターは７～９歳の年齢層で検出され
た。EPEC/EAggEC（疑い）は０～３９歳の年齢層か
ら検出された。EHECは１５～１９歳と５０～５９歳の年齢
層から検出された。黄色ブドウ球菌は０～１９歳から
検出された。

４ 季節別の検出状況

月別の菌検出状況を表２に示す。前回までの報
告１‐２２）と同様に全体的には夏季（５月～８月）の検
出数が多かった。
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